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資料 

ページ 

13:30-13:40（10 分） 開会のあいさつ 「建物省エネとグローバルな課題」 

(一財)建築環境・省エネルギー機構 理事長・グリーン建築推進フォーラム代表 村上 周三 p.1

13:40-13:50（10 分） 政府からのメッセージ 

内閣総理大臣補佐官 和泉 洋人 氏 p.５

13:50-14:00（10 分） 海外からのメッセージ  

WGBC・USGBC 等の関係者 p.7

14:00-14:40（40 分） 
基調講演 「パリ協定の意義と建築分野における今後の展望」 

～ プラチナ構想の現実と建築分野 ～ 

(株)三菱総合研究所 理事長 小宮山 宏 氏 p.11

——— 休 憩（１０分）——— 

14:50-16:25（95 分） パネルディスカッション 「ゼロ炭素建築の推進のための取組と展開」

 司会：(一財)建築環境・省エネルギー機構 理事長・グリーン建築推進フォーラム代表 村上 周三 

  司会： 東北大学 総長特命教授 吉野  博 氏

建築家の視点から：     東京都市大学 名誉教授 岩村 和夫 氏 p.23

政策提言の視点から：        早稲田大学 教授 田辺 新一 氏 p.27

建設技術の視点から：大成建設(株)技術センター 技師長 森川 泰成 氏 p.31

ZEH 推進の視点から：           住宅評論家 南  雄三 氏 p.35

16:２５-16:３０（5 分） 閉会のあいさつ 東京都市大学 名誉教授 坊垣 和明 氏

（巻末）参考資料

（プログラムは予告なく変更となる場合があります。） 

 



開会のあいさつ 

 

建物省エネとグローバルな課題 

 

 

村上 周三 
一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構 理事長 
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政府からのメッセージ 

 

 

 
 

 

和泉 洋人 氏 
内閣総理大臣補佐官 
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略 歴 
 
 
氏名   和泉 洋人（いずみ ひろと） 
 
生年月日 昭和２８年５月１８日 
出身地  神奈川県横浜市 
 
学歴   昭和５１年３月  東京大学工学部都市工学科卒業 
     平成１３年４月  工学博士取得（東京大学） 
 
職歴   昭和５１年４月  建設省入省 

昭和５８年４月 
～６２年３月  高崎市役所へ出向（都市計画部長） 
平成１０年７月  建設省住宅局住宅生産課長 
平成１３年１月  国土交通省住宅局住宅総合整備課長 
平成１４年７月  内閣官房都市再生本部事務局次長 
平成１６年７月  国土交通省大臣官房審議官（住宅局担当） 
平成１９年７月  国土交通省住宅局長 
平成２１年７月  内閣官房地域活性化統合事務局長 
平成２４年９月  国家公務員退官 
平成２４年１０月  内閣官房参与（国家戦略担当） 
平成２５年１月 内閣総理大臣補佐官（国土強靭化及び復興等の社会

資本整備並びに地域活性化担当）（第２次安倍内閣） 
平成２６年９月 内閣総理大臣補佐官（国土強靭化及び復興等の社会

資本整備、地方創生並びに健康・医療に関する成長
戦略担当）（第２次安倍改造内閣） 

平成２６年１２月 内閣総理大臣補佐官（国土強靭化及び復興等の社会
資本整備、地方創生並びに健康・医療に関する成長
戦略担当）（第３次安倍内閣） 

平成２７年１０月 内閣総理大臣補佐官（国土強靭化及び復興等の社会
資本整備、地方創生並びに健康・医療に関する成長
戦略担当）（第三次安倍改造内閣） 

 
著書   「容積率緩和型都市計画論」、「サスティナブル建築と政策デザイン（共著）」

「CASBEE 入門（共著）」、「実例に学ぶ CASBEE（共著）」、「サスティナブル
生命建築（共著）」 
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海外からのメッセージ 

 

 

 
 
 

WGBC・USGBC 等の関係者 
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メッセージを寄せて頂いた方

◆テリー・ウィルス（Terri Wills）氏

世界グリーンビル協会 CEO

◆ジェーン・ヘンリー（Jane Henley）氏

USグリーンビル協会 シニア・アドバイザー

（前）世界グリーンビル協会 CEO

◆タイ・リー・シェン（Tai Lee Siang）氏

シンガポール・グリーンビル協会 名誉アドバイザー

世界グリーンビル協会 副議長
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基調講演 

 

 

パリ協定の意義と建築分野における今後の展望 
～ プラチナ構想の現実と建築分野 ～ 

 

小宮山 宏 氏 
株式会社 三菱総合研究所 理事長 

プラチナ構想ネットワーク会長 
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略 歴 

小宮山
こみやま

  宏
ひろし

 
  

 

１９４４年１２月１５日生 

 

 １９６７．３．２８ 東京大学工学部化学工学科卒業 

 １９６９．３．２９ 東京大学大学院工学系研究科化学工学専攻修士課程修了 

１９７２．３．２９ 東京大学大学院工学系研究科化学工学専攻博士課程修了 

           工学博士 

専 門 

 化学システム工学、地球環境工学、知識の構造化 

 

職 歴 

 １９８８．７．１ 東京大学工学部教授 

 １９９５．４．１ 東京大学大学院工学系研究科教授 

 ２０００．４．１ 東京大学大学院工学系研究科長・工学部長 

２００３．４．１ 東京大学副学長 

２００４．４．１ 国立大学法人東京大学理事 

東京大学副学長兼務 

東京大学大学院工学系研究科教授兼務 

２００５．４．１ 国立大学法人東京大学第 28代総長 

２００９．４．１ 国立大学法人東京大学総長顧問 

２００９．４．１ 株式会社三菱総合研究所理事長 

２０１０．８．２４ プラチナ構想ネットワーク会長 

 
著 書   「地球持続の技術」（岩波新書 1999年） 

「知識の構造化」（オープンナレッジ 2004年） 
「東大のこと教えます」（プレジデント社 2007年） 
「『課題先進国』日本」（中央公論新社、2007年）  
「知識の構造化・講演」（オープンナレッジ 2007年）  
「Vision 2050：Roadmap for a Sustainable Earth」(Springer 2008年) 
「低炭素社会」（幻冬舎 2010年） 
「日本「再創造」」（東洋経済新報社 2011年） 
「Beyond the Limits to Growth」（Springer 2014年） 
「“多様なナンバーワン”作り」（財界研究所 2016年） 

ほか多数 
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Shun Kawakubo
タイプライターテキスト

Shun Kawakubo
タイプライターテキスト

Shun Kawakubo
タイプライターテキスト
小宮山宏先生の講演資料につきましては、以下のウェブサイトをご参照下さい。＜小宮山VOICE＞http://www.platinum-network.jp/pdf/20160725.pdf

Shun Kawakubo
タイプライターテキスト

Shun Kawakubo
タイプライターテキスト

Shun Kawakubo
タイプライターテキスト



パネルディスカッション 

 

ゼロ炭素建築の推進のための取組と展開 
 

 

 

《パネリスト》 

東京都市大学 名誉教授 岩村 和夫 氏 

早稲田大学 理工学術院 創造理工学部 建築学科 教授 田辺 新一 氏 

大成建設株式会社 技術センター 技師長 森川 泰成 氏 

住宅評論家 南  雄三 氏 

 

司会：村上 周三 

吉野 博 
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■パネリストメモ（１）　岩村　和夫　氏
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Shin-ichi Tanabe, Waseda University, all right reserved 2016

■パネリストメモ（２）　田辺　新一　氏
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ZEH ZEB

3

1. 2.

50% ZEB Ready

4
－28－



ZEH
20%

6
https://sii.or.jp/zeh26/meti/file/doc_1208.pdf
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■パネリストメモ（３）　森川　泰成　氏
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太陽電池外壁ユニット

採光装置

自然換気開口(バルコニー)
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現状の日本は、省エネ基準に届かないレベルと超えたレベルに2分され、届かないレベルは我慢の小エネの状
態が継続している。つまりこの域では高断熱化しても省エネにならない。しかし最低温度を高めることができ
る。省エネ基準レベルでは朝起きた時の温度を10℃以上にすることしかできないが、これは結露やヒート
ショックを防ぐ意味で健康の最低ということができる。つまり健康をまもる意味において全ての家（既存も含
め）は省エネ基準レベルを超える必要があるということ。 
　でも10℃では寒い。少なくとも15℃が要求され、これを快適の最低と考えれば、日本の家の求める外皮レ
ベルはここが最低といえる。 
快適は個人間で違ってよいし、冬の日射量や寒冷の度合いで違ってくるものといえ、朝起きた時に15℃…を最
低として、それ以上を求めるのであれば暖房すればよい。 
ここで朝起きた時の温度を考えるのは日本らしく居室間歇暖房であるからで、全館連続暖房であれば温度を考
える必要はない。 
　朝15℃を最低として、それ以上の温度（快適）を求めるところから省エネが始まる。ここから断熱化は省
エネに目的を変えることになる。全館連続暖房が当たり前で、断熱不足の既存住宅でさえガンガン暖房する欧
米では、高断熱化は省エネに働く。ここが我慢の小エネの日本と違う処である。 
　しかし、省エネは単に暖冷房負荷だけで捉えるものではなく、給湯、換気、照明、家電、創エネまで含めた
「総合エネルギー」で捉えるものである。ここで、温暖地では暖冷房の割合が1/4しかないことから、高断熱
は影を薄くし、設備の効率化、創エネを含めた「やりくり金勘定」としての取組が求められることになる。 
　ではめざす省エネレベルはどれほどなのか？

最近つくられた家も40年以上前の家も暖冷房のCO2排出量は同じ

求める断熱レベル・めざす省エネレベル　　
南雄三　2016.6

■パネリストメモ（４）　南　雄三　氏
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←断熱性が2倍になると暖冷房は40％省エネにな
りましたが、総合では13％に留まりました。 

＜外皮基準レベルの断熱性＞＜外皮基準レベルの2倍の断熱性＞

6地域 

基準都
市岡山 
A3,H4

PU50+35+30外張 
UA0.87　ηＡ2.6　　ｑ：278  
ｍC：5.1　　mH：16.73　　　
窓：Ｕ値4.65、η値0.79 
推定Q値2.75　第３種換気

PU100+75+50外張 
UA0.43、ηＡ1.7　ｑ：135.6  　
ｍC：3.83　　mH：11.12　　　
窓：Ｕ値1.9、η値0.54　　　 
推定Q値1.56　第３種換気

暖房 19317 9646

冷房 4705 4710

換気 2468 2468

照明 16080 16080

給湯 8776 8776

その他 21211 21211

合計 72557 62891

ゼロエネの可能性と断熱性　　

断熱性を基準レベルとその2倍の2つのケースを比較すると…

※結晶シリコン系、屋根置き型、真南～東及び西へ15度未満、傾斜30度

年間日射
地域区分

太陽光発電アレイのシステム容量

5KＷ 6KＷ 7KＷ 8KＷ

A3地域 44755 53706 62657 71608

A4地域 50629 60754 70880 81006

●ZEHを実現するために太陽光発電で創エネが必要 
●外皮基準レベルではA4で7kW強、A3では8kW必要 
●断熱を2倍にするとＡ3で7kWh、Ａ4で6kW強必要 
…断熱２倍と太陽光1kW増やすのとごちらが安い？

髙断熱・設備効率化の省エネ効果（基準値からの削減量）　図1

断熱2倍　　　　　→　 10GJ 
エコジョーズ　  　→   　6GJ 
エコキュート        →　　8GJ 
ハイブリッド         →    12GJ 
全て節水水栓　　  →　  6GJ 
太陽熱温水器6㎡　→　  9GJ 
全てLED　　  　   →　 6GJ 
太陽光発電1kW　 →9～10GJ 

高断熱 省エネ
これはあっても

こうと
は限ら

ない

高断熱と省エネの関係　　図2

住宅事業主基準を達成した家の断熱レベル割合（Ｈ21-25）基準を達成した家の断熱レベル割合

等級4適合 
58%

等級4不適合 
42%

平成21年から5年間のスパンで実施さた事業主基準は、1次
エネルギーで標準より10％省エネという厳しい条件ながら、
94％が基準をクリアしました。ところが当時の外皮基準レ
ベルである次世代省エネルギー基準（現外皮基準同等）に
適合した家は42％しかありませんでした。 

ガス給湯機（基準）をエコジョーズに替えると約6GJ、
エコキュートにすれば8GJ、ハイブリッドにすれば12GJ
も削減します。全ての水栓を節水型にするだけで6GJも
削減。 

太陽熱温水器を6㎡屋根に載せると9GJ削減。 
一部に白熱灯を使った場合（基準）に比べれば「全て
にLEDを使い・調光などを全てあり」にすれば6GJ削
減します。 
また、太陽光発電は1kWで9～10GJ創エネします。 

こうして色々比較してみると、どれが施工的に楽で、
どれがコストで有利か…がみえてきます。「断熱を2倍
にすれば40％省エネ」ではみえなかった省エネの
姿・・・私はこれを「省エネはやりくり・金勘定」と
いっています。

家庭のエネルギー消費量の用途別割合は・・6地域だと暖房16％、
冷房は5％だけ。大きいのは給湯31％、家電・調理26％。

26%

13%
31%

6%6%
5%

19%

健康
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めざす
省エネ

レベル

HHEAT20　
グレード 

求める
断熱レ

ベル

ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）
ZEHロードマップ検討委員会/経済産業省　2015年12月　 

●Neary ZEH（ネット・ゼロが困難な地域、環境に対する緩和レベル）

①外皮断熱性能： ～ 地域≦ Ｗ／㎡Ｋ、 地域≦ 、 ～ 地域≦

②再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギーから20％以上削減
③再生可能エネルギーを導入（容量不問）
④再生可能エネルギーを加えて一次エネルギー基準から75％以上 
100％未満削減 

●ZEH 
①Neary ZEH基準を満たした上で…
②再生可能エネルギーを加えて一次エネルギー基準から100％以上削減

省エネ基準値 1 2 3 4 5 6 7 8

UA 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 ー

ηA ー ー ー ー 3 2.8 2.7 3.2

2020 
義務化 

届届かない
レベル 

い
ル

めざすレベル めざすレ

HEAT20　
G1レベル 

既存住宅 
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グリーン建築推進フォーラム（GBF） 

 第 3 回シンポジウム 予告 

（仮題）パリ協定を受けて不動産分野に求められる ESG 投資 

 
【趣旨】 
パリ協定を受け、「2 度未満」目標達成に向けた建築分野への期待が大きくな
っている中で、環境・社会・ガバナンス（ESG）面でのサステナビリティ向上に
向けた取組みは、不動産分野にとって大きな課題であるとともに、ビジネスチ
ャンスでもあるといえます。また、このような取組み促進のために、政策との
一層の連携も求められています。 
このような認識のもと、不動産の ESG 投資に取り組む意義や方法に関する理
解を深めるために、UNEP FI（国連環境金融イニシアティブ）は本年、RICS（英
国王立チャータード・サベイヤーズ協会）や PRI（責任投資原則）と共同で、サ
ステナビリティに配慮した不動産投資のためのフレームワーク（手引書）を作
成しました。 
第 3 回シンポジウムにおいては、サステナビリティに配慮した不動産投資の
ためのフレームワークを作成した UNEP FI と PRI の代表者を国内外から招き、
同フレームワークの内容を紹介するとともに、日本における国際政策担当者や
不動産業界がパリ協定等を受けてどのような検討・取り組みを行っているかに
ついて理解を深めていただく機会を提供します（同時通訳付き）。 
 
【日時】 
2016 年 11 月 22 日（火）13:20～16:30（予定） 
 
【場所】 
建築会館ホール（東京都港区芝 5丁目 26 番 20 号） 
 
なお、詳細の内容及び申し込み方法については、2016 年 9 月頃に建築環境・
省エネルギー機構（IBEC）ホームページ内の GBF ホームページにて公開を予定
しております。 
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